
　農林水産省では、米粉による米の消費拡大に
　取り組んでいます。

 

親切・丁寧、身近な相談しやすい農政局 



●米粉は？

●米粉の種類は？

●米粉は、うるち米ともち米を用いて作られる米の粉の総称です。　以下のようにたくさんの種類があります。
　
　　　 　　　

●各粉から作られるの米粉食品の事例

－１－

●米は、国内で唯一自給できる穀物です。しかし、一人当たりの米の年間消費量は、消費者ニーズの多様化等
により年々減少しています。
  一方、最近では、製粉技術や製パン技術等の向上により米粉を利用した食品の開発が各地で取り組まれ、パン
や洋菓子、めん類など多様なものに利用が拡大しています。
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お米の粉をご存知ですか？ 
～新しい米粉（微細粒粉）が最近注目されています！！～ 

・もち粉・・・もち米を洗い、乾燥させてから、粉にしたもの 
 

・白玉粉・・・もち米を水洗いして水ごと粉に挽き、沈殿したものを乾燥させたもの 

・微細粒粉・・うるち米等を小麦粉程度又はそれ以下の大きさに粉砕したもの 
 

（資料）国産米粉でクッキング（坂本廣子氏＋坂本佳奈氏著書）を一部参考 中国四国農政局作成 

 

お団子 

（上新粉） 

大福餅 

（もち粉） 

桜餅 
（道明寺粉） 

米粉パン・米粉洋菓子等 
（微細粒粉） 

・上新粉・・・うるち米を精白し、水洗い、乾燥させてから粉にしたもの 
 



●新しい米粉の利用の可能性と現状は？

○米粉用米計画生産の推移

注：農林水産省調べ（新規需要米取組計画認定結果から抜粋）

●新しい米粉の粒度は？（微細粒粉）

※但し、微細粒粉の定義は、まだ、
決められていないため、メーカ等に
よって粒度に相違があります。

単位：映像上の一目盛り：１００ｕｍ 

－２－

●小麦粉の代替として、米粉の新たな用途が注目されていますが、地域によって取組の広がりに差が生
じています。全国的には、24年産以降、最終製品の伸びが鈍化したため持越在庫による対応が行われ
たこと等から生産量が減少しています。

上新粉（粒度）１００～１５０ミクロン 小麦粉（粒度）７０～８０ミクロン 

微細粒粉（粒度）３０～４０ミクロン 

（写真資料）農研機構 近畿中国四国農業研究センター米品質研究近中四サブチーム 荒木悦子氏 

（米の消費拡大につながる新たな用途として注目！） 



（資料）「米粉利用の推進について」（農林水産省　平成２６年２月）

●学校給食へ米粉パン等を普及・拡大

小学校 中学校 その他 小学校 中学校 その他 小学校 中学校 その他

鳥取県 127 43 5 137 46 3 133 48 2

島根県 56 15 20 58 23 18 84 43 0

岡山県 408 154 65 405 153 20 405 152 20

広島県 105 23 2 60 26 10 92 44 2

山口県 304 141 16 298 136 14 317 155 14

徳島県 196 79 32 192 77 31 189 77 72

香川県 0 0 0 179 72 8 176 70 8

愛媛県 255 117 35 252 115 4 238 113 4

高知県 10 5 2 58 14 3 56 11 3

計 1,461 577 177 1,639 662 111 1,690 713 125

合計

中国四国農政局及び各地域センター調べ

－3－

●中国四国農政局管内で、学校給食への米粉パン等
の導入状況は、17年度319校でしたが、24年度は
2,528校と約7.9倍に増加しています。

　23年度からは、米粉パン・米粉めん等が管内の全ての
県で導入されています。
　なお、平成22年度から岡山県（米粉含有20％）と徳
島県（同10％）、平成24年度から山口県（同10％）にお
いても、学校給食用標準パンとして県産米粉を使用した
米粉パンが学校給食で提供されています。
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●食料自給率アップ 
国産米粉パンを１人が１ヶ月３個食べると、

食料自給率が１％アップ 

※パンの原料である小麦粉（輸入）を国産

の米粉で代替するとし、パン１個に使用する

米粉量を８０gとして試算。 

 

新しい米粉の特徴は？ 

●もっちりおいしい食感        

米粉で作られたパンや麺は、もっちりとし

たもちもちの食感。 

●優れたアミノ酸バランス     

米粉は、人に必要なアミノ酸のバランスが

優位。 

【アミノ酸スコア】 

・米６５・小麦４１  

●低吸油で、さっぱりヘルシー         

小麦粉よりも油の吸収率が低く、例えば、

天ぷらを米粉で揚げると、サクサク感が長

く継続。 

【油の吸収率】 

・米粉２１％・小麦粉３８％ 



●主要先進国の食料自給率（カロリーベース）は？

  

　　　

－4－

　 基礎的な栄養価であるエネルギー（カロリー）に着目して、国民に供給される
熱量のうち国内生産による割合を示すもの
　（注１）１人１日あたり国産供給熱量は、原則として品目毎の国内生産量を基に算出しており、国内生産
       量には輸出された量も含まれている。
　（注２）畜産物については、飼料自給率を考慮して算出している。

　（資料）
　　ＦＡＯ等を基に農林水産省で試算した。スイスについてはスイス農業庁、韓国については韓国農村経済研究院による。

（参考）日本の食料自給率は？ 

   （注）数値は、日本が平成２４年度、他の国が平成２１年度 

日本の食料自給率は、平成２４年度

カロリーベースで３９％となり、主要

先進国の中でも最低水準 

(％) 

カロリーで計算した 

食料自給率 

  39%  (平成２４年度) 

＝ 
（   ９４２kcal） 

（２,４３０kcal） 
わたしたちが消費する食料の熱量 

日本でつくられた食料の熱量 

食料自給率 ＝ 

国内生産量 ＋ 輸入量 － 輸出量 － 在庫増減量  

国内生産量 

食料自給率の考え方 

国内消費仕向量 

国内生産量 

＝ 

上記の考え方に基づいて計算したデータを、熱量や金額という共通のものさしで足し上げて

計算するカロリーベース食料自給率と生産額ベースの食料自給率があります。 

カロリーベース食料自給率 



●いろいろな食品の自給率

●一人当たりの主食用米（ごはん）の消費量
　お米（主食用）の国民一人当たりの消費量がこんなに減っています！

昭和37年度（118.3kg）をピークに、このグラフのとおり減少傾向が続いて来ました。
平成24年度の農林水産省の発表では、年間56.3kgとなりピーク時の約半分以下です。 

●米とパンの年間支出金額の推移（二人以上の世帯）

注：総務省調べ【家計調査年報　家計収支編（平成25年）から抜粋】
－5－

●平成12年以降パンはほぼ横ばいに推移しているのに対し、米は減少傾向となっている。平成12年は
米の支出金額がパンの約1.4倍となっていたが、その差は徐々に縮まり、23年には米とパンの支出金額
が逆転した。24年は米の価格上昇もあり、再び米の支出金額が上回りました。

 （重さで計算 平成24年度） 

米 

96％  

小麦 

12％ 

大豆 

８％  

果物 

38％  

野菜 

78％  



●米粉セミナーの開催

●消費者を対象とした米粉料理教室の開催

お菓子づくり教室（山口市） 米粉料理講習会（高松市）

●栄養教諭等を対象とした米粉料理講習会の開催

●パン製造業者等を対象とした米粉パン製造実技講習会の開催

－６－

　　　平成２５年８月９日（高松市・穴吹パティシエ福祉カレッジ）

　　　平成２５年１０月１３日（岡山市・西日本調理製菓専門学校）

※米粉食品普及推進協議会とは、各県毎に民間事業者等で構成され、米粉の需要拡大を目的に関係機関と一
緒になって活動している団体です。

　　　製パンコンサルタントの橋本泰之氏（横須賀市）の指導による講習会

　　　料理研究家の坂本廣子氏（神戸市）の指導による実技を伴う講習会

　

クリスマスケーキ教室（岡山市） チョコレートケーキ教室（岡山市）

基調講演　㈱ナチュラルアート　代表取締役　鈴木　誠氏

中国四国米粉セミナーin高知
平成２６年１月２９日（高知市）

米粉活用セミナーinとっとり
 平成２６年２月２７日（鳥取市）

米粉パン講演　㈲レーヴ　代表取締役　橋本泰之氏

各教室での参加者が作った料理

米粉食品普及推進協議会の取組は？ 



　　※中国四国農政局では米の消費拡大・地産地消の観点から、関係する機関・団体等と連携
　　　して米粉利用促進のために様々な取組を行っています。

●米粉倶楽部会員簡単登録マニュアル

●米粉メールマガジン「ココねっと通信」

　　※中国四国農政局では、インターネットから管内の米粉関連情報をお伝えするメール
　　　マガジンを配信しています。（購読無料）

http://www.maff.go.jp/chushi/mailm/index.html

●米粉料理教室

農林水産省　中国四国農政局　生産部　生産振興課（流通）
〒700-8532 岡山市北区下石井1-4-1
電話：086-224-4511（代）　FAX：086-232-7225

平成２６年３月作成

米粉フルーツタルト教室 米粉シチュー・フォカッチャ教室 　　　　　米粉カップケーキ教室

      ●米粉相談窓口

米粉相談窓口の開設 　　米粉倶楽部会員募集の案内

米粉で簡単Ｃｏｏｋｉｎｇ！

●米粉料理レシピ集 ●米粉食品販売店マップ ●パンフレット

中国四国米粉食品販売店マップの作成 「米粉で彩る豊かな食卓」

米粉の推進の取組は？ 

詳しくは、中国四国農政局ホームページをご欄ください。 


